
一
頁

政
令
第
二
百
一
号

金
融
機
能
の
強
化
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
金
融
機
能
強
化
審
査
会
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令

内
閣
は
、
金
融
機
能
の
強
化
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
三
十
四
条
の
十

第
二
項
第
八
号
及
び
第
三
項
第
九
号
（
同
法
第
三
十
四
条
の
十
一
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
三

条
の
二
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
、
第
四
十
八
条
第
一
項
、
第
四
十
九
条
第
一
項
、
第
五
十
三
条
、
第
五
十
五
条
並
び
に

第
五
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
金
融
機
能
の
強
化
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

金
融
機
能
の
強
化
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
四
章
の
三

金
融
機

目
次
中
「
第
五
章

預
金
保
険
機
構
の
業
務
の
特
例
等
（
第
三
十
一
条
―
第
三
十
四
条
）
」
を

第
五
章

預
金
保
険
機

関
等
の
経
営
基
盤
の
強
化
の
た
め
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
（
第
三
十
条
の
五
・
第
三
十
条
の
六
）

に
、
「
第



二
頁

構
の
業
務
の
特
例
等
（
第
三
十
一
条
―
第
三
十
四
条
）

」

三
十
五
条
）
」
を
「
第
三
十
四
条
の
二
・
第
三
十
五
条
）
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
又
は
「
」
を
「
、
「
実
施
計
画
」
又
は
「
」
に
改
め
、
「
第
三
十
四
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
三
十
四
条
の

十
第
一
項
」
を
加
え
、
「
又
は
協
定
」
を
「
、
実
施
計
画
又
は
協
定
」
に
改
め
る
。

第
四
章
の
二
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
四
章
の
三

金
融
機
関
等
の
経
営
基
盤
の
強
化
の
た
め
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置

（
実
施
計
画
の
記
載
事
項
）

第
三
十
条
の
五

法
第
三
十
四
条
の
十
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
実
施
計
画
の
実
施
に
伴
う
労

務
に
関
す
る
事
項
と
す
る
。

（
実
施
計
画
の
認
定
の
要
件
）

第
三
十
条
の
六

法
第
三
十
四
条
の
十
第
三
項
第
九
号
（
法
第
三
十
四
条
の
十
一
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
申
請
金
融
機
関
等
（
法
第
三
十
四
条
の
十
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
申
請

金
融
機
関
等
（
法
第
三
十
四
条
の
十
一
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
を



三
頁

し
た
金
融
機
関
等
）
を
い
う
。
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

と
す
る
。

一

法
第
三
十
四
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
十
四
条
の
十
第
三
項
の
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
金
融
機
関
等

で
な
い
こ
と
。

二

当
該
申
請
金
融
機
関
等
の
利
用
者
に
対
す
る
法
第
三
十
四
条
の
十
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
に
関
す

る
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
当
該
申
請
金
融
機
関
等
の
利
用
者
の
保
護
に
資
す
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
措
置

を
講
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

第
三
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
業
務
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
金
額
の
限
度
額
）

第
三
十
二
条
の
二

法
第
四
十
三
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
金
額
の
い
ず

れ
か
低
い
金
額
と
す
る
。

一

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
法
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
積
立
金
に
相
当
す
る
金
額

二

当
該
事
業
年
度
以
前
の
各
事
業
年
度
に
お
い
て
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
十
五
条
第
三



四
頁

項
の
規
定
に
よ
る
業
務
の
財
源
に
充
て
た
金
額
の
合
計
額
を
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
を
含
む
事
業
年
度
に
お
け
る
法

第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
積
立
金
に
相
当
す
る
金
額
か
ら
控
除
し
た
金
額

第
三
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
金
融
機
能
強
化
業
務
の
終
了
の
日
）

第
三
十
四
条

法
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か

ら
六
月
を
経
過
し
た
日
と
す
る
。

一

協
定
銀
行
が
取
得
株
式
等
、
取
得
貸
付
債
権
及
び
取
得
信
託
受
益
権
等
の
全
部
に
つ
き
、
そ
の
処
分
に
係
る
対
価
を

受
領
し
、
又
は
そ
の
株
式
取
得
、
消
却
、
償
還
、
返
済
若
し
く
は
残
余
財
産
の
分
配
を
受
け
た
日
の
属
す
る
協
定
銀
行

の
事
業
年
度
の
終
了
の
日

二

預
金
保
険
機
構
が
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
締
結
し
た
全
て
の
資
金
交
付
契
約
（
法
第
三
十
四

条
の
十
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
資
金
交
付
契
約
を
い
う
。
）
が
終
了
し
た
日
の
属
す
る
預
金
保
険
機
構
の
事
業
年

度
の
終
了
の
日

第
六
章
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



五
頁

第
六
章

金
融
機
能
強
化
審
査
会

（
事
務
が
終
了
す
る
日
）

第
三
十
四
条
の
二

法
第
四
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い

日
か
ら
六
月
を
経
過
し
た
日
と
す
る
。

一

協
定
銀
行
が
取
得
株
式
等
、
取
得
貸
付
債
権
及
び
取
得
信
託
受
益
権
等
の
全
部
に
つ
き
、
そ
の
処
分
に
係
る
対
価
を

受
領
し
、
又
は
そ
の
株
式
取
得
、
消
却
、
償
還
、
返
済
若
し
く
は
残
余
財
産
の
分
配
を
受
け
た
日
の
属
す
る
協
定
銀
行

の
事
業
年
度
の
終
了
の
日

二

全
て
の
認
定
実
施
計
画
（
法
第
三
十
四
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
実
施
計
画
を
い
う
。
）
の
実
施
期
間
の

終
了
の
日

（
委
員
の
数
の
上
限
）

第
三
十
五
条

法
第
四
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
人
数
は
、
六
人
と
す
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
第
六
号
」
を
「
第
八
号
」
に
改
め
、
「
、
経
営
計
画
」
の
下
に
「
、
実
施
計
画
」
を
加
え
、
同

項
第
一
号
中
「
、
法
」
を
「
の
提
出
、
法
第
三
十
四
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
実
施
計
画
の
提
出
又
は
法
」
に
改
め
、



六
頁

「
又
は
法
附
則
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
経
営
強
化
計
画
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く

は
」
に
、
「
提
出
」
を
「
提
出
又
は
法
第
三
十
四
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
後
の
実
施
計
画
の
提
出
」
に
改
め

、
同
項
第
四
号
中
「
含
む
。
）
又
は
」
を
「
含
む
。
）
、
」
に
、
「
）
の
」
を
「
）
又
は
第
三
十
四
条
の
十
二
の
」
に
改
め

、
同
項
第
七
号
及
び
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七

法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
附
則
第
十
八
条
第
二
項

若
し
く
は
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告

八

法
附
則
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
経
営
強
化
計
画
の
提
出
又
は
法
附
則
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
資
本
整
理
等
実
施
要
綱
の
提
出

第
三
十
六
条
第
二
項
中
「
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
六
号
及
び
第
八
号
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
又
は
」
を
「
、
第
三

十
四
条
の
十
二
又
は
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

五

法
第
三
十
四
条
の
十
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
認
定

六

法
第
三
十
四
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定

七

法
第
三
十
四
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
取
消
し



七
頁

第
三
十
八
条
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

五

法
第
三
十
四
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
実
施
計
画
の
受
理

六

法
第
三
十
四
条
の
十
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
認
定

七

法
第
三
十
四
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
取
消
し

第
三
十
九
条
中
「
第
五
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
五
十
七
条
第
一
項
」
に
、
「
）
又
は
」
を
「
）
、
第
三
十
四
条
の
十
二

又
は
」
に
改
め
る
。

（
金
融
機
能
強
化
審
査
会
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

金
融
機
能
強
化
審
査
会
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
金
融
庁
監
督
局
総
務
課
」
を
「
金
融
庁
監
督
局
銀
行
第
二
課
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
よ
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
金
融
の
機
能
の
強
化

及
び
安
定
の
確
保
を
図
る
た
め
の
銀
行
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
四
十
六
号
）
附
則
第
一
条
第
一
号

に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
七
月
二
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



八
頁

理

由

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
よ
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
金
融
の
機
能
の
強
化
及
び
安
定
の
確

保
を
図
る
た
め
の
銀
行
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
金
融
機
関
等
が
提
出
す
る
経
営
基
盤
の
強
化

の
た
め
の
措
置
の
実
施
に
関
す
る
計
画
の
記
載
事
項
、
当
該
計
画
の
認
定
の
要
件
及
び
認
定
金
融
機
関
等
へ
の
資
金
の
交
付
に

関
す
る
業
務
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
金
額
の
限
度
額
を
定
め
る
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。


